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９月定例会
　　　（平成22年９月９日～９月24日 16日間）

　今年も余すところ2ヶ月となりました。
　議員は年賀状・寒中見舞状などのあいさ
つ状を出すことは、公職選挙法で禁止され
ています。

　年賀状などのあいさつ状を出すことは
禁じられています。

お 知 ら せ

平成22年10月５日：南小学校運動会
　　　　　　



一般会計 １億５，４８５万円
特別会計 ５，６６４万円
総　　額 ２億１，１４９万円

９月定例会の主な議案
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９月定例会は、９月９日から９月24日まで、会期16日間の日程で開かれました。
条例案・補正予算案・決算等の議案が提出され、審議の内容は次のとおりです。

　
経
営
難
が
続
い
て
い
る
町
立
病

院
の
経
営
改
善
の
た
め
、
関
係
す

る
条
例
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
平
成
23
年
４
月

１
日
か
ら
、
病
院
の
経
営
責
任
者

は
、
こ
れ
ま
で
の
町
長
か
ら
事
業

管
理
者
に
か
わ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　
ま
た
、
職
員
の
身
分
は
地
方
公

務
員
の
ま
ま
で
す
が
、
給
与
の
額

は
病
院
の
経
営
状
況
に
応
じ
、
労

働
組
合
と
協
議
の
上
決
定
さ
れ
ま

す
。

　
審
議
の
結
果
、
議
会
は
賛
成
多

数
で
可
決
し
ま
し
た
。

問
　
特
殊
勤
務
手
当
は
、
廃
止
す

る
べ
き
で
は
。

答
　
一
般
的
に
は
廃
止
の
方
向
で

す
が
、
企
業
経
営
上
必
要
最
小
限

の
手
当
は
必
要
と
考
え
ま
す
。

問
　
職
員
の
身
分
は
地
方
公
務
員

の
ま
ま
だ
が
、
給
与
は
経
営
状
況

等
に
よ
り
定
め
ら
れ
る
。
職
員
は

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
理
解
し
て
い

る
の
か
。

答
　
経
営
状
況
に
応
じ
た
給
与
体

系
に
か
わ
る
と
い
う
こ
と
は
理
解

し
て
い
ま
す
。
そ
の
他
細
か
い
内

容
に
つ
い
て
は
今
後
も
理
解
を
深

め
て
い
き
ま
す
。

○
特
別
病
室
料
（
１
日
当
た
り
）

特
別
室
　
３
６
７
５
円

個
　
室
　
２
１
０
０
円

○
診
断
書
等
の
交
付
に
伴
う
手
数

料
等
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

　
平
成
24
年
度
に
予
定
さ
れ
る
公

共
下
水
道
の
供
用
開
始
に
当
た

り
、
適
正
な
使
用
料
等
を
審
議
す

る
た
め
、
審
議
会
を
設
置
す
る
条

例
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　
審
査
を
行
っ
た
文
教
厚
生
委
員

会
は
施
行
期
日
を
平
成
23
年
4
月

1
日
に
修
正
し
、
議
会
は
賛
成
多

数
で
修
正
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

問
　
審
議
会
の
構
成
は
。

答
　
委
員
の
定
数
は
10
人
以
内

で
、
構
成
は
次
の
と
お
り
で
す
。

１
　
町
議
会
が
推
薦
　
　
　
３
人

２
　
町
内
の
各
種
団
体
が
推
薦

区
長
　
　
　
　
　
３
人

商
工
会
　
　
　
　
１
人

３
　
農
業
委
員
会
が
推
薦
　
１
人

４
　
町
長
が
必
要
と
認
め
る
者

副
町
長
　
　
　
　
１
人

問
　
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
の
接
種

に
重
点
を
置
い
た
対
策
は
。

答
　
国
は
、
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ

ン
へ
の
助
成
を
考
え
て
い
る
よ
う

で
す
。
そ
の
内
容
を
確
認
し
て
町

と
し
て
も
早
急
に
対
応
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

問
　
中
学
校
の
給
食
実
施
へ
の
考

え
は
。

答
　
保
護
者
の
労
働
支
援
と
し
て

の
給
食
実
施
は
望
ま
し
い
と
思
い

ま
す
が
、
今
後
さ
ら
に
研
究
、
検

討
を
重
ね
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

主
な
質
疑

主
な
質
疑

小
竹
町
立
病
院
事
業
に

　
関
す
る
条
例
を
制
定

病
院
の
使
用
料
等
を
改
定

平
成
23
年
４
月
１
日
か
ら

小
竹
町
公
共
下
水
道
使
用
料
等

　
　
　
　
審
議
会
条
例
を
制
定

予
算
委
員
会
の

           

主
な
質
疑

平成22年度補正予算
・・・

・・・・・・・

・・・
可
決
可
決

普通診断書
休業診断書
死亡診断書
死体検案書
特殊死体検案書
特殊診断書（保険､年金､免許等）
公共職業安定所の診断書
その他簡単な証明書

区　　分 １通当たりの金額
1,365円
525円
3,150円
5,250円
21,000円
3,675円
315円
525円
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決
算
委
員
会
の

           

主
な
質
疑

認
定
認
定平成２１年度決算平成２１年度決算

会　　　　計

一　般　会　計

歳　　　　入 歳　　　　出 差　　　　引

特
　
別
　
会
　
計

47億6,990万円

10億6,129万円

892万円

800万円

4,344万円

2億1,004万円

1億2,103万円

6億4,070万円

1億9,744万円

46億2,478万円

10億5,996万円

634万円

788万円

4,344万円

2億1,004万円

1億1,923万円

7億3,488万円

1億8,700万円

1億4,512万円

133万円

258万円

12万円

0円

0円

180万円

△9,418万円

1,044万円

国 民 健 康 保 険

老 人 保 健

住宅新築資金等

農業集落排水事業

公共下水道事業

後期高齢者医療

町 立 病 院 事 業

水 道 事 業

問
　
第
５
次
行
政
改
革
で
、
職
員

の
意
識
改
革
と
職
員
数
の
不
足
は

ど
の
よ
う
に
補
っ
て
い
く
の
か
。

答
　
職
員
の
人
件
費
は
、
こ
の
10

年
間
で
30
％
減
額
し
、
職
員
数
も

減
少
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
住
民

の
力
を
借
り
て
町
づ
く
り
を
進
め

て
い
ま
す
。

　
区
の
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
、
行

政
区
に
地
域
担
当
職
員
を
配
置
し

た
と
こ
ろ
で
す
。

問
　
住
民
税
の
滞
納
額
が
現
在
６

千
万
円
ほ
ど
あ
る
が
、
リ
ス
ト
ラ

等
で
住
民
税
が
払
え
な
い
方
に
対

し
、
国
保
税
と
同
じ
よ
う
な
軽
減

策
を
設
け
な
い
か
。

答
　
災
害
等
で
の
軽
減
は
あ
り
ま

す
が
今
の
と
こ
ろ
は
困
難
で
す
。

徴
収
猶
予
や
納
付
の
分
割
等
に
応

じ
ま
す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
　
集
中
豪
雨
に
備
え
、
遠
賀
川

堤
防
の
安
全
対
策
は
。

答
　
遠
賀
川
堤
防
の
一
部
の
堤
防

高
不
足
・
堤
体
の
強
度
不
足
に
つ

い
て
、
国
土
交
通
省
・
県
土
木
整

備
事
務
所
・
小
竹
町
の
３
者
で
の

協
議
が
始
ま
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

問
　
児
童
館
の
運
営
に
つ
い
て
、

町
民
に
対
し
ア
ン
ケ
ー
ト
や
事
業

内
容
の
募
集
を
行
っ
て
は
。

答
　
児
童
厚
生
員
に
、
運
営
内
容

や
他
市
町
村
の
児
童
館
の
調
査
を

お
願
い
し
て
い
ま
す
。
町
民
の
皆

様
の
意
見
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
機
会

を
捉
え
、
う
か
が
い
た
い
と
思
い

ま
す
。

問
　
学
童
保
育
の
指
導
員
の
登
録

は
、
今
も
行
わ
れ
て
い
る
の
か
。

答
　
社
会
福
祉
協
議
会
で
受
付
を

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
希
望
さ
れ

る
方
は
、
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

問
　
国
保
会
計
へ
の
繰
出
金
の
不

用
額
が
１
千
８
百
万
円
程
度
出
て

い
る
が
、
そ
の
理
由
は
。

答
　
医
療
費
に
不
足
を
出
さ
な
い

よ
う
に
多
め
に
予
算
を
見
積
も
っ

て
い
る
た
め
で
す
。

問
　
町
民
と
行
政
と
の
協
働
の
考

え
か
ら
選
挙
事
務
の
受
付
等
を
広

く
一
般
か
ら
募
集
し
て
行
わ
な
い

か
。

答
　
選
挙
事
務
に
は
一
定
の
事
務

経
験
が
必
要
と
さ
れ
る
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、
有
権
者
の
減
少
に
よ

り
、
今
の
と
こ
ろ
は
、
役
場
職
員

で
対
応
で
き
て
い
る
状
況
で
す
。

た
だ
し
、
選
挙
期
間
の
長
い
選
挙

に
係
る
期
日
前
投
票
の
立
会
人
に

つ
い
て
は
、
今
後
広
報
等
で
募
集

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

問
　
小
竹
町
立
病
院
の
赤
字
解
消

の
目
途
は
。

答
　
地
方
公
営
企
業
法
を
全
部
適

用
し
て
、
維
持
可
能
な
病
院
経
営

を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
が
、

経
営
が
ま
す
ま
す
悪
化
す
れ
ば
、

指
定
管
理
者
・
独
立
行
政
法
人
・

民
営
化
と
い
う
選
択
肢
も
考
え
て

い
か
な
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

小竹西学童保育所



 
高
齢
者
、
障
が
い
を
持
た
れ
て

い
る
方
の
た
め
に
「
見
守
り
・
困

り
ご
と
相
談
事
業
」
を
立
ち
上
げ

な
け
れ
ば
と
私
は
い
つ
も
思
い
ま

す
。

　
小
竹
町
に
お
い
て
は
、
人
口
の

約
３
割
が
高
齢
者
で
す
。

　
今
、
我
が
町
で
も
区
長
さ
ん
や

民
生
委
員
の
方
々
が
高
齢
者
や
障

が
い
者
宅
を
訪
問
さ
れ
、
気
遣
っ

て
お
ら
れ
る
こ
と
と
は
思
い
ま
す

が
、
互
い
の
連
携
や
情
報
の
共
有

が
な
い
ま
ま
に
実
施
さ
れ
て
お
ら

れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
「
健
康
に
不
安
が
あ
る
け
れ
ど

近
く
に
家
族
や
親
し
い
友
人
が
い

な
い
」、「
足
腰
が
弱
く
外
出
が
で

き
な
い
の
で
、
様
子
を
見
に
来
て

く
れ
る
方
が
欲
し
い
」
ま
た
、

「
ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
の
手
伝
い

が
あ
れ
ば
助
か
る
」
な
ど
と
思
わ

れ
る
方
々
が
い
ま
す
。

　
私
は
、
こ
の
事
業
を
早
急
に
立

ち
上
げ
、
地
域
ご
と
の
見
守
り
推

進
員
を
選
任
し
て
、
民
生
委
員
や

区
長
さ
ん
と
連
携
を
取
り
な
が

ら
、
我
が
地
域
の
方
々
が
安
心
し

て
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
、
孤

独
死
さ
れ
る
方
を
一
人
も
出
す
こ

と
が
な
い
よ
う
、
相
談
事
業
を
立

ち
上
げ
る
こ
と
が
と
て
も
重
要
な

こ
と
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

山
本
町
長
　
地
域
で
暮
ら
す
高
齢

者
や
障
が
い
者
に
対
し
て
、
常
に

誰
か
の
目
が
行
き
届
く
制
度
を
つ

く
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と
で
す

が
、
ま
ず
高
齢
者
や
障
が
い
者
の

見
守
り
は
、
今
年
の
２
月
に
小
竹

町
安
全
安
心
ま
ち
づ
く
り
推
進
条

例
に
基
づ
き
、
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
づ
く
り
と
し
て
の
推
進
協
議

会
を
設
置
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
災
害
時
要
援
護
者
の
登
録
申
請

書
兼
登
録
台
帳
を
送
付
し
、
登
録

希
望
の
有
無
の
確
認
を
取
っ
て
い

ま
す
。

　
次
に
困
り
ご
と
相
談
に
つ
い

て
、
高
齢
者
に
対
し
て
は
、
在
宅

介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
で
町
内
に
在

住
す
る
要
援
護
者
等
の
方
に
対

し
、
総
合
的
な
相
談
に
応
じ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

　
ま
た
、
障
が
い
を
持
た
れ
て
い

る
方
に
対
し
て
は
、
相
談
支
援
事

業
と
し
て
２
市
２
町
共
同
で
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
援
助
の
た
め
の

訪
問
相
談
や
電
話
相
談
に
応
じ
て

い
ま
す
。

　
町
と
し
て
は
、
地
域
協
働
推
進

員
、
民
生
委
員
、
社
会
福
祉
協
議

会
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
、
小
竹

町
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
等
を

含
め
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を

さ
ら
に
進
め
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　
小
泉
内
閣
の
構
造
改
革
路
線
の

三
位
一
体
の
改
革
で
、
地
方
交
付

税
が
大
幅
に
削
減
さ
れ
、
本
町
も

大
き
な
打
撃
を
受
け
ま
し
た
。

　
北
海
道
で
は
、
夕
張
市
が
財
政

再
建
団
体
と
な
り
、
大
き
な
話
題

に
な
り
ま
し
た
。

　
２
０
０
７
年
に
は
財
政
健
全
化

法
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
が
、
本
町

も
財
政
の
健
全
化
を
図
る
た
め
、

職
員
給
与
の
一
部
カ
ッ
ト
、
国
保

税
の
引
上
げ
や
、
住
民
に
対
す
る

各
種
補
助
金
の
廃
止
な
ど
、
職
員

や
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
犠
牲
に
し
て

そこが知りたい
一 般 質 問
そこが知りたい
一 般 質 問
そこが知りたい
一 般 質 問
そこが知りたい
一 般 質 問
そこが知りたい
一 般 質 問
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大
安
美
佐
代
議
員

○
高
齢
者
及
び
障
が
い
者

　見
守
り
・
困
り
ご
と

　相
談
事
業
の
立
ち
上
げ
を

○
高
齢
者
及
び
障
が
い
者

　見
守
り
・
困
り
ご
と

　相
談
事
業
の
立
ち
上
げ
を

○財政健全化法と住民
　サービスについて
○独居老人に対する水道
　基本料金の引下げを

宮野 一男 議員



き
た
と
思
い
ま
す
。

　
21
年
度
の
一
般
会
計
決
算
で

は
、
実
質
1
億
２
千
５
百
万
の
剰

余
金
を
出
し
て
い
ま
す
。

　
財
政
の
健
全
化
を
求
め
る
こ
と

は
当
然
だ
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の

こ
と
で
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
低
下
さ

せ
て
は
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

財
政
の
健
全
化
と
住
民
の
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
を
ど
う
両
立
さ
せ
る
の
か
。

　
本
町
の
水
道
基
本
料
金
は
、
１

か
月
４
ト
ン
未
満
で
７
３
０
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ひ
と
り
暮
ら
し

の
お
年
寄
り
か
ら
は
「
そ
ん
な
に

使
っ
て
な
い
の
に
」
と
い
う
声
も

聞
か
れ
ま
す
。

　
本
町
の
65
歳
以
上
の
高
齢
者

は
、
人
口
の
30
％
を
超
え
て
い
ま

す
。
そ
の
う
ち
約
９
０
０
名
が
ひ

と
り
暮
ら
し
で
す
。

　
高
齢
者
は
、
介
護
保
険
料
や
後

期
高
齢
者
医
療
保
険
料
な
ど
の
負

担
で
厳
し
い
生
活
を
送
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
21
年
度
の
水
道
事
業
決
算
で

は
、
約
９
５
０
万
円
の
剰
余
金
を

出
し
て
い
ま
す
。
そ
の
一
部
を
使

っ
て
、
高
齢
者
の
負
担
軽
減
策
と

し
て
、
独
居
老
人
に
対
す
る
水
道

基
本
料
金
の
引
下
げ
を
考
え
な
い

か
。

山
本
町
長
　
本
町
の
財
政
は
、
現

在
の
と
こ
ろ
財
政
再
生
基
準
に
は

至
っ
て
は
い
ま
せ
ん
。

　
合
併
の
道
が
閉
ざ
さ
れ
た
直
後

に
は
、
22
億
円
の
累
積
赤
字
が
予

測
さ
れ
ま
し
た
が
、
第
４
次
行
政

改
革
で
17
億
円
の
削
減
効
果
を
出

し
ま
し
た
。
地
方
交
付
税
も
若
干

回
復
し
、
一
般
会
計
で
は
黒
字
決

算
を
続
け
ら
れ
た
の
は
幸
い
で
す
。

　
病
院
事
業
で
は
資
金
不
足
が
発

生
し
て
い
ま
す
が
、
地
方
公
営
企

業
法
を
全
部
適
用
し
て
病
院
改
革

を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
地
方
自
治
体
は
住
民
の
福
祉
の

増
進
を
図
る
こ
と
が
基
本
で
す
。

健
全
財
政
を
維
持
し
つ
つ
、
住
民

サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を
招
か
ぬ
よ
う

に
努
力
し
ま
す
。

　
水
道
料
金
は
、
受
益
者
負
担
を

原
則
と
す
る
一
方
、
公
共
料
金
と

し
て
の
性
格
上
、
経
済
的
弱
者
へ

の
配
慮
も
必
要
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
使
用
量
に
応
じ
、
す
で
に
２

段
階
の
基
本
料
金
を
設
定
し
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
使
用
契
約
に
際
し
、
住

民
登
録
を
必
要
と
し
な
い
た
め
、

各
世
帯
の
実
態
把
握
が
困
難
で
あ

る
と
同
時
に
、
特
定
の
者
に
対
す

る
引
下
げ
は
制
度
上
難
し
い
状
況

で
す
。
今
後
の
経
営
状
況
等
を
み

な
が
ら
、
料
金
改
定
の
際
に
検
討

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
「
高
齢
者
か
ら
保
険
証
を
奪
え

ば
死
に
直
結
す
る
」。
後
期
高
齢

者
医
療
の
保
険
料
滞
納
者
に
対

し
、
医
療
が
受
け
ら
れ
な
い
事
態

に
な
ら
な
い
よ
う
、
原
則
と
し
て

資
格
証
明
書
は
交
付
し
な
い
こ
と

に
な
っ
て
い
る
が
間
違
い
な
い
か
。

　
短
期
被
保
険
者
証
を
発
行
し
て

い
る
高
齢
者
に
対
し
、
保
険
証
の

有
効
期
限
が
切
れ
る
前
に
短
期
被

保
険
者
証
を
発
送
す
る
の
か
。

　
「
無
料
低
額
診
療
事
業
」
と

は
、
生
計
困
難
者
の
た
め
に
、
無

料
ま
た
は
低
額
な
料
金
で
診
療
を

行
う
事
業
で
あ
る
。

　
「
貧
困
と
格
差
」
が
拡
大
す
る

中
で
、
患
者
に
な
れ
な
い
病
人
が

増
加
し
て
い
る
。
病
人
率
と
患
者

率
が
年
々
か
い
離
し
、
医
療
機
関

を
受
診
す
る
患
者
数
は
減
少
し
て

い
る
。
経
済
的
理
由
で
受
診
で
き

な
い
病
人
が
増
え
て
い
る
こ
と
は

大
き
な
問
題
で
は
な
い
か
。

　
小
竹
町
立
病
院
で
「
無
料
低
額

診
療
事
業
」
を
実
施
し
て
患
者
数

が
少
し
で
も
増
え
れ
ば
、
無
料
や

低
額
に
し
て
も
収
入
が
増
え
る
と

考
え
る
が
。
ぜ
ひ
実
施
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

　
本
町
で
は
、
国
保
税
の
滞
納
額

が
１
億
円
も
あ
る
。
ま
た
、
収
納

率
が
90
％
未
満
と
い
う
こ
と
で
ペ

ナ
ル
テ
ィ
ー
と
し
て
３
０
０
万
円

も
の
罰
則
が
課
さ
れ
て
い
る
。
こ

れ
ら
の
不
足
分
は
全
て
真
面
目
に

納
め
て
い
る
人
の
保
険
税
に
上
乗

せ
さ
れ
て
い
る
。

　
「
国
保
税
の
引
上
げ
、
収
納
率

の
低
下
、
財
政
の
悪
化
、
国
保
税

の
引
上
げ
」
と
い
う
悪
循
環
を
引

き
起
こ
す
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。

　
全
国
７
割
以
上
の
自
治
体
が
、

法
律
で
定
め
る
基
準
以
上
の
繰
入

れ
を
行
っ
て
い
る
。
本
町
も
一
般

会
計
か
ら
の
繰
入
れ
で
、
国
保
税

の
引
下
げ
を
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

山
本
町
長
　
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
の
保
険
料
滞
納
者
に
は
、
必
要

な
医
療
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
短
期

の
保
険
証
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　
交
付
は
、
有
効
期
限
が
切
れ
る

前
に
窓
口
で
、
窓
口
に
来
ら
れ
な

い
場
合
は
、
郵
送
で
行
っ
て
い
ま

す
。

　
町
立
病
院
が
無
料
低
額
診
療
事

業
を
行
う
場
合
に
は
、

１
　
生
活
困
難
者
を
対
象
と
す
る

診
療
費
の
減
額
方
法
を
定
め
て
明

示
す
る
こ
と
。

２
　
社
会
福
祉
士
の
資
格
を
持
つ

医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
専

任
者
を
配
置
す
る
こ
と
。

３
　
生
活
困
難
者
を
対
象
と
し
て

定
期
的
に
無
料
の
健
康
相
談
及
び

保
健
教
育
を
行
う
こ
と
。

な
ど
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
お
り
、

現
時
点
で
の
実
施
は
考
え
て
い
ま

せ
ん
が
、
今
後
は
管
理
者
の
判
断

に
委
ね
る
こ
と
に
し
て
お
り
ま
す
。

　
国
保
会
計
に
対
す
る
一
般
会
計

か
ら
の
繰
入
額
は
、
平
成
20
年
度

に
２
７
０
０
万
円
、
21
年
度
に
３

２
０
０
万
円
で
す
。

　
今
年
度
か
ら
、
保
険
税
の
改
定

を
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、

法
律
で
定
め
る
基
準
以
上
の
一
般

会
計
か
ら
の
繰
入
に
よ
る
保
険
税

の
引
下
げ
は
、
考
え
て
い
ま
せ

ん
。
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広瀬 早美 議員

○後期高齢者医療の保険料
　滞納者に対する対応は
○町立病院での無料低額
　　　　診療事業の実施を
○国保税の引下げを

○後期高齢者医療の保険料
　滞納者に対する対応は
○町立病院での無料低額
　　　　診療事業の実施を
○国保税の引下げを

けい



　
稲
刈
り
も
終
わ
り
、
季
節
は
秋

か
ら
冬
へ
と
移
り
変
わ
ろ
う
と
し

て
い
ま
す
。

　
今
年
は
例
年
に
な
く
猛
暑
が
続

き
、
米
作
り
農
家
か
ら
は
、
品
質

の
低
下
を
心
配
す
る
声
が
聞
か
れ

ま
す
。

　
さ
て
、
12
月
に
は
、
町
長
と
町

議
会
議
員
選
挙
が
行
わ
れ
、
新
し

い
町
長
と
町
議
会
議
員
が
誕
生
し

ま
す
。
定
例
会
後
に
発
行
し
て
い

る
議
会
だ
よ
り
も
今
期
最
後
と
な

り
ま
す
。

　
編
集
委
員
会
は
、
町
民
に
わ
か

り
や
す
く
、
読
み
や
す
い
紙
面
づ

く
り
に
努
力
し
て
き
ま
し
た
が
、

い
か
が
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

　
次
回
の
議
会
だ
よ
り
は
、
新
し

い
体
制
で
発
行
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　
今
期
４
年
間
の
ご
愛
読
に
感
謝

を
申
し
上
げ
結
び
と
い
た
し
ま

す
。

議
会
広
報
編
集
委
員
会

　
　
　
委
員
長
　
　
大
安
美
佐
代

　
　
　
副
委
員
長
　
宮
野
　
一
男

　
　
　
委
　
　
員
　
野
田
　
剛
敏

　
　
　
委
　
　
員
　
吉
野
　
慎
一

　
　
　
委
　
　
員
　
広
瀬
　
早
美

　
平
成
22
年
10
月
２
日
、
九
州
産

業
大
学
で
、
福
岡
県
議
会
主
催
の

「
地
方
分
権
セ
ミ
ナ
ー
〜
こ
れ
か

ら
の
市
町
村
の
課
題
と
地
方
分
権

型
道
州
制
に
つ
い
て
考
え
る
」
が

開
催
さ
れ
た
。

　
講
師
は
、
芦
塚
日
出
美
氏
（
九

州
電
力
株
式
会
社
顧
問
・
福
岡
経

済
同
友
会
代
表
幹
事
）
今
一
人

は
、
昇
秀
樹
氏
（
名
城
大
学
教

授
）
で
、
そ
の
内
容
は
以
下
の
と

お
り
で
あ
っ
た
。

◎
地
方
分
権
、
地
域
主
権
改
革
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
国
と
地
方
と

　の
関
係
が
ど
う
な
っ
て
い
く
の

か
。

◎
日
本
の
人
口
は
、
２
１
０
０
年

に
、
３
分
の
１
に
減
少
す
る
と
い

わ
れ
て
い
る
。
人
口
は
、
急
激
に

減
少
し
、
高
齢
化
は
急
増
す
る
。

税
金
を
納
め
る
人
は
、
激
減
し
、

税
金
を
使
う
人
は
、
急
増
す
る
。

こ
の
事
態
に
こ
こ
10
年
以
内
に
取

り
組
み
、
解
決
策
を
講
じ
な
け
れ

ば
日
本
は
大
変
な
こ
と
に
な
る
。

◎
道
州
制
の
導
入
に
つ
い
て
も
話

は
進
ん
で
い
る
が
、
ま
ず
地
方
分

権
が
先
決
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
国

と
地
方
の
関
係
を
ど
う
変
え
て
い

く
の
か
、
国
が
示
す
全
国
一
律
の

事
業
で
な
く
、
個
々
の
地
域
の
実

状
に
あ
っ
た
事
業
を
進
め
る
べ
き

だ
。
そ
れ
に
は
、
国
は
思
い
切
っ

た
財
源
を
地
方
に
配
分
す
べ
き
で

あ
る
。

◎
地
域
住
民
が
自
ら
の
判
断
と
責

任
で
地
域
の
諸
課
題
に
取
り
組
め

る
よ
う
に
す
る
。

　
私
は
、
こ
れ
ら
の
課
題
に
つ
い

て
講
師
が
声
を
大
に
さ
れ
て
い
る

の
を
聞
き
、
地
域
主
権
改
革
、

「
住
民
自
治
」
を
強
化
す
る
、
今

後
の
地
方
自
治
法
改
正
に
期
待
し

た
い
と
感
じ
た
。

　
　
（
編
集
委
員
　
吉
野
慎
一
）
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議
会
が
同
意
し
た
人
事

教
育
委
員
会
委
員
（
新
任
）

住
　
　
所
　
小
竹
町
大
字
新
山
崎
八一七
番
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
新
山
崎
区
１
組
）

生
年
月
日
　
昭
和
46
年
２
月
11
日

塔
野
由
紀
子
氏

◎ ２１世紀型の公共投資の推進による景気対策を求める意見書　････････････････････　可　決
◎ 子宮頸がんの予防措置実施の推進を求める意見書　････････････････････････････　可　決
◎ 選択的夫婦別姓制度の法制化に反対する意見書採択の陳情　････････････････････　不採択
◎ 人権侵害救済法の成立に反対する意見書採択の陳情　･･････････････････････････　不採択
◎ 永住外国人への地方参政権付与の法制化に反対する意見書採択の陳情　･･････････　不採択
◎ 永住外国人地方参政権付与に関する意見書採択の陳情　････････････････････････　不採択

意見書 ・ 陳　情

ご
あ
い
さ
つ

こ
れ
か
ら
の
市
町
村
の
課
題

　
　「
地
方
分
権
セ
ミ
ナ
ー
」
を
受
講

と
う
　
の
　
　
　ゆ
　
き
　
こ

あ
し
づ
か
ひ

で

み

の
ぼ
る  

ひ
で  

き


